
平成３０年度公開行政レビュー　事業評価シート
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所属

【実施状況】

【主な取組実施状況】
参加人数

10 回 150人
1 回 5025部
14 回 536人
2 回 225人
2 回 150人
1 回 52人

　平成３０年３月に第３次安城市食育推進計画の策定を行いました。
　第３次食育推進計画では、啓発から実践にというコンセプトを掲げ、
　『若い世代への食育の普及』などの重要性に着目し策定しました。

【策定実績】
食育推進計画作成部会（ワークショップ） 5 回開催
食育推進会議 4 回開催
パブリックコメントによる意見募集 12月20日～平成30年1月18日まで

事業
内容

　安城市食育基本計画に基づいた食育の啓発、食育推進団体への支援等を行っています。

親子
農務課

食育推進チラシの配布

目的
　市民が「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践できるようにし
ます。

平成29年度
実施状況

　食育推進事業は、食育推進計画に基づき、市民一人ひとりが、正しい食習慣を身
に付け、健全な食生活を実践することを目指しています。
　行政だけではなく、市民団体が主催する講座や、ＪＡあいち中央や市内企業、学校
と協力した事業も多く、幅広く施策を展開しています。（別紙参照）

回

さつまいもと大豆の地産地消体験

530人

アグリラ
イフ支援
センター

親子
親子

親子秋ジャガ植付・収穫体験
親子いちごプランター植付体験

日本デンマークわくわく体験
小学生農業体験講座

平成２１年度

主な取り組み内容 実施対象
親子

実施回数

活動
実績

平成
28

年度

　食育推進事業の主な取り組みとして、親子に向けた食育講座や、農業体験を１１事業
実施し、延べ参加者数は1,831人でした。
　第３次食育推進計画策定に向け、食育アンケートを実施しました。（別紙参照）

平成
27

年度

　食育推進事業の主な取り組みとして、親子に向けた食育講座や、農業体験を１１事業
実施し、延べ参加者数は2,753人でした。

2 事業名 食育推進事業

産業振興部農務課農政係 事業開始年度

改善取組
(これまでの改善内容)

第１次安城市食育推進計画策定（平成２１年）
第２次安城市食育推進計画策定（平成２４年）
第３次安城市食育推進計画策定（平成２９年）

異世代交流農業体験
15

親子で楽しむ農業体験

関連事業
（同一目的事業等）

なし

親子親子さつまいも植付・収穫体験
食育講座の開催

産直市での食育紙芝居

異世代

小学生

親子

親子

親子

延べ参加者数 1,643人

市内幼保園児
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【事業費】
No 平成29年度
① 事業費（決算額） （千円） 3,957

720
559
0

2,678
0

人件費（従事職員数×6,300千円） 3,780
従事職員数 (人) 0.6

③ 総事業費（①＋②）　　　　　 　            　(千円) 7,737
一般財源 (千円) 7,737

(千円) 0
　　　　　財源合計　　　　　　          　　　　　　　　(千円) 7,737

【参考比較】

【課題】

【論点】

年間事業費等
の推移

区分 平成27年度 平成28年度
2,326 1,799

0
4,846 4,949

2,520 3,150
0.4 0.5

他市の
実施状況等

課題

活動実績・事業成果等を踏まえて記入
　第３次食育推進計画では①健康を考えた食生活の推進②若い世代を中心とした健全
な食生活の実践③「農」と連携した食育の推進④食品ロスの削減を目指した取組の４つ
を重点課題としており、特に若い世代への食育の推進が必要だと考えています。

公開行政レ
ビューでの論点

　第３次計画に基づき、具体的な取り組みとして①食育・農業プロモーション映像制作
②大学と連携した食育アンケート③学校給食をはじめ、企業の食堂などにおける地産
地消を推進していますが、どうか。

財源内訳
4,846

特定財源（　　　　　　　　など） 0

②

919
需用費 1,250
役務費

4,949

16

使用料 157

事
業
費
内
訳

報償費

委託料 0 1,188

4,846 4,949

0

425
170

0

各市の現状 重点課題

安城
良い生活習慣、バランスの良い食生活を子供や
保護者が理解することが重要と考え、「若い世代
への食育の普及」を課題として取り上げている。

（１）健康を考えた食生活の推進
（２）若い世代を中心とした健全な食生活の実践
（３）「農」と連携した食育の推進
（４）食品ロスの削減を目指した取組

碧南

幼少期からの正しい食生活や食を通じたコミュニ
ケーション、地域の食文化に触れる機会の確保が
大切であると考え、幼児や保護者に対する食育の
推進に特に重点を置いている。

(1)ライフステージと生活場面に応じた食育の推進
(2)多様な関係者による主体的な連携、協働の推
進

刈谷

現在、子どもの食育の普及に力を入れているが、
保護者等大人への食育の取り組みが少なく、子育
て世代への食育普及が課題として取り上げてい
る。

（１）若年層（次代の親世代）の食生活や生活リズ
ムの乱れ
（２）栄養バランスの偏り
（３）家庭での食育機能の低下
（４）環境への配慮・地産地消の推進
（５）食文化の継承
（６）「食」の安全・安心

知立

１．市民が取り組みやすい食育の周知
２．家庭や学校との連携を図った食育
３．学校給食における食材の地産地消の推進
に取り組んでいる。

（１）食育月間、食育の日の周知
（２）朝食に野菜を食べることの促進
（３）食品ロスの少ない食事作りの推進

高浜
こども食育推進事業として子どもへの食育に重点を置き、食育ガイドラインで食育目標を定めている。
（計画は未策定）


